「繭美蚕（まゆみさん）」による産学連携の取組み by 兼本, 雅章


















から 3 年連続で専門学校・大学の部で全国 1 位を達成しただけでなく、4 回の出場で合計 5
つの賞を受賞している。また、商品開発という点では、学生考案商品の「シルクウォッチ
バンド」やその派生商品、あったカイコシリーズの「ネックウォーマー」「ルームソックス」










例のなかでどのような位置付けとなっているかも 5 章で検証する。 
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課題演習には 9 名の学生が在籍しており、希望に基づき、学生を 2 つの仮想企業のグルー
プに分けることとした。そのうちの１つが「繭美蚕（まゆみさん）」である。 
 
（１）1 年目の活動 4） 















































































































































（３）3 年目へ ～シルクウォッチバンドの開発～ 
 2007 年度は、初代のメンバーがすべて卒業してしまったため、課題演習の学生 4 名が引
き継ぐこととなり、知識などをつける作業はゼロからのスタートとなった。活動を引き継



























し、3 連覇と 2 冠を達成することになる。 




2008年 9月 20日の朝日新聞の記事で、「販売から約半年で、当初用意した 250個は完売し、





















販売を 5 月から始める。これらの商品は、7 月には東京・銀座にある群馬総合情報センター













（２）5 年目の活動 ～学生社長に就任～ 
2009 年度は、昨年度の課題演習の学生たちが卒業研究で引き続き活動をした。大学から












筋であるシルクウォッチバンドの学園モデルを作った。また、2010 年 2 月、新しい繭美蚕
（まゆみさん）ブランドの秋冬物商品「ネックウォーマー」「ルームソックス」を『あった





























商標登録出願 6,000 円＋区分数×15,000 円 3,400 円＋区分数×8,600 円 
防護標章登録出願 12,000 円＋区分数×30,000 円 6,800 円＋区分数×17,200 円 
重複登録商標更新登録出願 21,000 円 12,000 円 







設定登録料 区分数×66,000 円 区分数×37,600 円 
設定登録料（分納） 区分数×44,000 円 区分数×21,900 円 
防護標章登録料 区分数×66,000 円 区分数×37,600 円 
更新登録料 区分数×151,000 円 区分数×48,500 円 
更新登録料（分納） 区分数×101,000 円 区分数×28,300 円 
防護標章更新登録料 区分数×130,000 円 区分数×41,800 円 








































ていただき、学校法人共愛学園で申請することができた。2009 年 1 月には、仮審査を通り、
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表３ 社文系・芸術系産官学連携の連携事例の４類型 
 






















































開を広く周知し、地域振興に役立てることを目的としたものである。さらに、2011 年 2 月
には、『私立 4 大学合同産学連携・地域貢献活動発表会』が初めて開かれ、上武大学・高崎



















































































の NPO 法人 DNAの活動や群馬県立女子大学と株式会社ほんやら堂とのコラボレーション
による商品開発などと同様に、長く継続して活動を続けられていることも高く評価される
であろう。 
高崎経済大学大宮教授は、NPO 法人 DNA を立ち上げた理由として、「社会人基礎力のあ
る学生を育てるには授業や部活動、サークル活動だけでは限界があると思うのです。地域



















成をねらいとして開発された教育プログラムである。2010 年 4 月、学校と産業界が連携
した教育活動を推進する国際的組織 International Partnership Networkが 2年ごとに開
催する国際会議において、これまでの教育効果が評価され、「次世代の担い手の職業能




年度から毎年開催され、2010 年度で 10 回目を迎えた。 
4) 1 年目の繭美蚕（まゆみさん）の活動に関しては、電子商取引演習の授業との絡みも含
めて、兼本（2006）に詳しく書かれている。参照されたい。 
5) 表彰形式が 2006 年度から変更になった。ただし、2008 年度からは 2003～2005 年度の
ものと同じ形態に戻っている。 
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10) この影響があると思われるが、2011 年 3 月現在、仮想企業の実例として、Wikipedia
に「繭美蚕（まゆみさん）」の名前が載っている。 
11) 2010 年度からは、群馬県立県民健康科学大学が加わり、『公立 4 大学合同産学連携・地
域貢献活動発表会』となっている。 
12) 繭美蚕（まゆみさん）の活動も p4-5 で取り上げられている。 
13) 地域大学連携事業『大学の知を活用した地域課題研究』は、現在の『地域・大学連携モ
デル事業』の前身の取組みである。 
14) 2008 年 7 月 30 日に配信された。 
15) HUMAN CAPITAL LABORATORY の HP、高崎経済大学大宮登教授へのインタビュ
ー記事から抜粋。 
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兼本雅章（2009）「仮想企業による産学連携の取組み～「繭美蚕（まゆみさん）」の活動記
















朝日新聞「絹の時計ベルト かぶれサラサラ」（2008 年 9 月 20 日） 
アントレプレナーシップ開発センターHP http://www.entreplanet.org/ 
Mar. 2011 「繭美蚕（まゆみさん）」による産学連携の取組み 29 
いせさきものづくりネット HP  http://www.isesaki-monodukuri.jp/ 
ウィキペディア HP（仮想企業） 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E6%83%B3%E4%BC%81%E6%A5%AD 
経済産業省特許庁 HP  http://www.jpo.go.jp/indexj.htm 
高崎経済大学 HP http://www.tcue.ac.jp/ 
高崎市産業創造館 HP  http://www.sansoukan.jp/index.html 
中小企業庁メールマガジン「文科系学生との新製品の共同開発」（2008 年 7 月 30 日） 
http://j-net21.smrj.go.jp/e-mag/backnumber/h20/200730.htm 
HUMAN CAPITAL LABORATORY HP オピニオン インタビュー 第 25 回高崎経済大学 
副学長 大宮登氏 https://hclab.jp/opinion/interview/25.php 
ほんやら堂 HP http://www.honyaradoh.com/ 







行社長が 2010 年 8 月に永眠なされ、それに伴い、門倉メリヤス株式会社は 2011 年 1 月を
もって廃業されました。これまでの繭美蚕（まゆみさん）との活動への感謝を込め、この
場を借りて御礼を申し上げます。 
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Abstract 
An Approach of Industry-Academic Cooperation 
Employing the Virtual Company ‘Mayumisan’ 
 
KANEMOTO Masaaki 
A virtual company called „Mayumisan‟ was established using the “Virtual Company” 
educational program by four students of Masaaki Kanemoto‟s third year seminar class 
in June, 2005. It runs with support from Kadokura Meriyasu Ltd., and centers on 
product developments and sales of silk products by Kanemoto seminar students up to 
the present time. 
The first target of „Mayumisan‟ was to present the results of its product development 
and to win the prize in a Trade Fair. It actually has won the first prize at the Trade Fair 
for three consecutive years since 2005 and also two other prizes by 2008. In so doing, 
the content of Mayumisan‟s activity has changed with the times, for example, the 
making of the „Mayumisan‟ brand, the development of the students original „Silk 
Watchband‟, trademark registration, and regional contribution to Gunma. It is rare that a 
virtual company established through a “Virtual Company” program can continue for 
such a long time and it is noteworthy that „Mayumisan‟ has evolved from its original 
activity exceeding the frame of this educational program.  
This paper reviews the five-year activities, from 2005 to 2009, of the 
industry-academic cooperation between „Mayumisan‟ and Kadokura Meriyasu Ltd.. The 
topic of the trademark registration of „Mayumisan‟ which gave the biggest impact to 
society in its five years‟ activity is discussed again. The paper also discusses the status 
of „Mayumisan‟ among the cases of industry-academic collaboration at liberal arts 
universities in Gunma Prefecture. 
  
